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①地理的特性 

三芳町は東京都の中心地から

30km圏内の埼玉県南西部に位置

し、住民にとって誇りの源泉となる平

地林や「三富新田」などの特徴的な

緑地や耕地が多く残されている地

域である。県庁所在地であるさいた

ま市から西に７km、東に志木市、富

士見市、南東に新座市、南西に所沢

市、北にふじみ野市、川越市と接する。面積は 15.33㎢で、東西が約５km・南北が約３

kmと東西に長い菱形のような町域を呈する。武蔵野台地北東部にあたり、町の西部域

を関越自動車道が、東部域に国道 254号（川越街道）がそれぞれ南北に縦貫しており、

町域の東側には東武東上線が通っている。 

 

②歴史的背景 

古代から中世には原野が広がっていた三芳の地域だったが、近世になると開拓の手が

入れられた。元禄７年（1694）には、川越藩主柳沢吉保の命による「三富新田」の開拓が

行われ、上富村（現三芳町）・中富村・下富村（ともに現所沢市）が成立した。 

明治 22年（1889）に、上富村・北永井村・藤久保村・竹間沢村の旧 4カ村が合併して

三芳村が誕生し（人口 2,829人）、昭和 45年（1970）には町制を施行した（人口

14,476人）。三富新田をはじめとした武蔵野の豊かな自然に囲まれ、サツマイモの栽培

を中心に農業を主とした純農村地帯であった三芳町は、昭和 40年代からの高度経済成

長とともに新興住宅の建設や工場の進出が進み、首都近郊のベッドタウンとして、また首

都圏の流通拠点として発展を遂げて現在に至っている。 

 

③地域構成 

現在の町の土地利用構想の中では、上富は農業系として、北永井は農業系を主としな

がら一部はみどり共生産業ゾーンとして、

企業誘致などを進めている。藤久保は東

武東上線沿線に近いこともあり住宅系と

して、竹間沢も住宅系を主としながら一部

は工業系として位置づけられている。ま

た、昭和 55年（1980）に誕生したみよし

台は駅前を中心とした住居系として、平成

９年（1997）に整備された竹間沢東は工

業系として工場・倉庫などが林立している。 
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三芳町の第 5次総合計画（2016～2023）では「未来につなぐ ひと まち みどり 

誇れる町」をまちの将来像とし、地域の特性を活かしながら、経済発展のみならず人や環

境に優しい持続可能なまちづくりを進めることを目指している。 

 

④農業が生み出す自律的好循環 

火山灰土からなる武蔵野台地の土壌

は、水や栄養分に乏しく、季節風によって

飛散しやすいため、作物の生育が難しく、

江戸時代までは三芳周辺には広大な原

野が広がっているのみであった。ここに、

川越藩の開拓新田村の計画のもと、１戸

あたり約５haの屋敷地・耕地・平地林か

らなる短冊状の区画による「三富新田」

が誕生した。開拓にあたっては、落葉樹

を中心とした人工林を形成し、建築材や

農業資材としての用木、燃料となる薪を得るだけでなく、落ち葉を掃き集めて堆積したも

のを発酵させ、耕地に撒く肥料（堆肥）とした。また、平地林は帯水層への涵養機能も有し

ており、生活に欠かせない地下水の確保にも役立っている。このように多くの恩恵を与え

る平地林を地元では「ヤマ」と呼び、下草刈り（林床管理）や萌芽更新（樹勢管理）という手

間をかけることによって、維持管理を行ってきた。その努力もあり、落ち葉堆肥を使った

農法は３００年以上経った現在にも受け継がれている。 

落ち葉堆肥農法は、平地林（ヤマ）の落ち葉を掃き集めるという人手をかけることによ

って、耕地へ落ち葉堆肥を施肥することができ、栄養分の少ない土壌の改良が進み、そ

の結果、耕地からは特産品で「富の川越いも」と呼ばれるサツマイモをはじめとした良質

な作物が収穫されるという、循環型のシステムを形成している。こうした自然の生態系を

活かした環境に優しい循環型農業の継続性が評価され、平成 29年（2017）には「武蔵

野の落ち葉堆肥農法」として日本農業遺産に認定された。 

落ち葉堆肥農法による「循環」は当該地域のみで完結するものではない。落ち葉堆肥

農法で生産された農作物（主にサツマイモ）や萌芽更新のため平地林（ヤマ）から伐採さ

れた木（薪）は、新河岸川の舟運などの輸送手段によって江戸へ運ばれて換金され、江戸

で購入した金肥が下り（帰り）の舟運で当地に運ばれるという経済の循環も関連してい

る。また、三芳町上富地区には、サツマイモの取引が縁となって東京の神田囃子の流れを

くむ囃子が伝承されており、文化の循環にも派生している。 

 

 

  

4





















みよし SDGs取組事例集の作成 

みよし SDGsアワード受賞企業・団体等の取り組みをはじめとして、町内で取り組

まれている事例を冊子として刊行する。作成した冊子は町内企業・各団体、関係機関

等へ配付する。 

 

企業の発信力を活用した取組みの他地域展開 

三芳町に拠点を置く企業には、物流などを通じて全国的に展開する企業も多い。当町

でのSDGsに関する様々な取組を企業の媒体等において広く発信し、他地域における取

組の参考としてもらうことで、事業成果を全国的に展開していく。 

 

※改ページ  
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的に取り組む企業も存在しているところである。これらの企業においては、この農

法、この地域に関する情報発信についても行っており、今後もこれらの企業と連携し

た取組を進めていく必要がある。また、より効果的で効率的なまちづくりを行うた

め、本町においては災害時における各種支援や環境保全などの分野で企業・団体等

と各種協定を締結している。これらの協定により、企業・団体等が有する能力・資産

等を活用するとともに、相互に連携・協力してＳＤＧｓの達成に向けた取組についても

進めていく。 

◆大学等との連携 

町内に所在する大学を始め、２つの大学と包括連携協定を締結し、農業・産業の振

興、教育、文化など、様々な分野における地域課題の解決を図ってきている。実際に

町の農産物を用いたレシピ開発等が行われているところであるが、今後も各主体の

能力や資源等を活用し、相互に連携・協力してフードロス対策や地産地消、６次産業

化や農産物の高付加価値化に向けた取組を推進するなど、ＳＤＧｓ達成に向けた取組

を進めていく。 

 

②国内の自治体 

◆武蔵野の落ち葉堆肥農法実践地域自治体との連携 

日本農業遺産に認定された「武蔵野の落ち葉堆肥農法」を実践する本町を含む４

市町、県及び団体との交流の機会を活用し、ＳＤＧｓの推進を図っていく。 

◆協定を結ぶ自治体等との広域的な連携 

防災に関する協定等を締結し、普段からまつりなどの行事を通じて交流をしてい

る自治体と、様々な機会を通じ、ＳＤＧｓに関する取組状況や事例を共有し、共同での

効果的な取組について検討していく。また、地方創生 SDGs官民連携プラットフォ

ームや SDGｓ日本モデル宣言のネットワークの活用も模索していく。 

 

③海外の主体 

◆姉妹都市との連携 

    マレーシア・ペタリングジャヤ市との平成 29 年（2017）姉妹都市提携後、町内中

学生のホームステイ事業や「PJフォークロア・フェスティバル」への参加など教育・文

化の国際交流を推進してきた。今後も交流を継続する中で、更に農業や経済など幅

広い分野において国際的な交流を深化させ、三芳町の SDGｓに関する国際的連携

事業を検討するとともにノウハウの共有を図る。 

◆ホストタウン交流都市との連携 

東京 2020 オリンピック・パラリンピックのホストタウン登録を、オランダ・マレー

シア両国と締結している。オランダとは、女子柔道チームの事前キャンプ（淑徳大学

にて実施）や中学生海外派遣事業を実施している。マレーシアについてはペタリン
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環境づくりを進めていく。 

教育分野においては、中学生の海外派遣、国際親善団の受け入れなどを通じて、落ち

葉堆肥農法についての情報発信を行う。町内の中学生等が循環型の農法への理解を深

め、自らのふるさとの特徴を海外に向けて発信し意見交換の場を設けることで、農法の

国際的な認知度向上を図るとともに、国際感覚を有するグローバル人材の育成にもつな

げていく。 

 

②－２ 落ち葉掃き体験などを通じた関係人口の創出 

落ち葉堆肥農法を行っていくにあたって欠かせない落ち葉掃きへ、農業従事者だけで

なく、住民らが積極的に関わる機会として「体験落ち葉掃き」を開催する。これにより、伝

統的な農法への理解を深めると

共に、平地林のもつ癒し効果や効

用を実際に感じ、この地に残る平

地林の意義についても理解できる

場とする。また、落ち葉掃きにかか

る人手不足を解消する一助とする

ため、多様な主体が気軽に参画で

きるよう、人材バンクともいうべき

落ち葉サポーター制度を創設す

る。 

 

②－３ 観光拠点としての農業遺産の活用 

落ち葉堆肥農法を学ぶことのできる講座を開催するほか、農法に欠かせないさつまい

もの苗床づくり体験などができる「さつまいも大学」を開催する。また、この地に伝わる伝

統的な文化等を小さいころから知り、体験してもらえるよう「ジュニア三富塾」についても

開催していく。 

さらに、日本農業遺産の推進と世界農業遺産への申請を目指し、多くの方の農業遺産

への理解を深めるため、農業遺産を巡るウォーキングコースを整備するとともに、マップ

も作成し、国内外にアピールする。また、小学生を対象にした農業遺産農業塾の実施、

様々なステークホルダーが参画する三芳町農泊推進協議会「ぷらっと、みよし。協議会」

によるウォーキングコースを活用した滞在型グリーンツーリズムを創設する。 

 

（事業費） 

 ３年間（2020～2022年）総額：６，２６７千円 
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環を生む。さらに、あらゆる場所、場面で人材不足が言われている中、人材育成を行い、

新たな産業の創出や落ち葉堆肥農法による農産品の高付加価値化に関係することで、

人と資金を生み出す自律的好循環が期待される。 

これらは、環境保全と経済の活性化に大きく貢献するとともに、世界的飢餓や低迷する

国内食料自給率の抑制につながる。 

 

（将来的な自走に向けた取組） 

みよしＳＤＧｓアワードを受賞した企業・団体が、受賞を標榜することによって、ＥＳＧ投資

やグリーンボンド債、クラウドファンディングなどによる資金を獲得しやすくなる。さらに、

受賞企業・団体の連携による「みよしＳＤＧｓネットワーク」が拡大することによって、地域ぐ

るみで資金を獲得する体制が強化される。 
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参考資料 

 

「武蔵野の落ち葉堆肥農法」関連資料 
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